
第
2
次
生
涯
学
習
基
本
構

想（
計
画
）作
成

　

平
成
12
年
に
第
1
次
生

涯
学
習
基
本
構
想
を
策
定

し
て
以
来
７
年
が
経
過
し
、

こ
の
間
に
原
村
に
お
い
て
は

生
涯
学
習
を
む
ら
づ
く
り

に
生
か
す
仕
組
み
と
し
て

「
む
ら
づ
く
り
生
涯
学
習
推

進
本
部
」が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
平
成
18
年
に
は
60

年
ぶ
り
に
教
育
基
本
法
が

改
正
さ
れ
、生
涯
学
習
の
基

本
理
念
が
明
文
化
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

受
け
、第
2
次
生
涯
学
習
基

本
構
想
及
び
計
画
を
策
定

し
22
年
度
ま
で
の
生
涯
学

習
の
進
め
方
、学
習
成
果
の
生
か
し

方
、住
民
参
画
の
促
進
に
つ
い
て
の

計
画
を
示
し
ま
し
た
。第
2
次
生
涯

学
習
基
本
構
想
の
閲
覧
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、原
村
中
央
公
民
館
内
の

教
育
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

む
ら
づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
体
制

　

生
涯
学
習
の
進
展
が
村
づ
く
り

に
結
び
つ
く
と
い
う
考
え
方
を
一

歩
進
め
、住
民
の
方
々
の
学
習
成

果
発
揮
の
機
会
を
創
造
す
る
た
め

に
組
織
い
た
し
ま
し
た
。生
涯
学

習
と
い
う
言
葉
か
ら
教
育
委
員
会

の
仕
事
と
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で

す
が
、教
育
の
枠
に
と
ら
わ
れ
て

は
、実
践
の
場
は
き
わ
め
て
限
定
的

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。実

践
を
目
的
と
し
た
生
涯
学
習
は
、

教
育
と
一
般
行
政
が
連
携
し
て
実

施
し
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、本
部
長
に
村
長
が
、副

　

 

む
ら
づ
く
り
生
涯
学
習

　
　
　
　
　
　

推
進
委
員
会
開
催

日　

時
◆
6
月
27
日
水　
午
後
７
時

場　

所
◆
原
村
役
場
講
堂

募
集
中
◆
む
ら
づ
く
り
生
涯
学
習
推

進
委
員
に
就
任
し
て
頂
け
る
方
は
、

6
月
21
日
ま
で
に
む
ら
づ
く
り
戦
略

推
進
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
ら
ほ
う
の
む
ら
づ
く
り
事
業

　

村
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
む

ら
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、材
料

支
給
を
中
心
に
、地
域
活
動
を
行
う

団
体
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

6
月
30
日
ま
で
に
、む
ら
づ
く
り
戦

略
推
進
室
へ
申
請
し
て
下
さ
い
。

本
部
長
に
副
村
長
と
教
育
長
が
就

任
し
て
い
ま
す
。

　

村
づ
く
り
生
涯
学
習
の
核
と
な

る
も
の
が
、村
づ
く
り
生
涯
学
習

推
進
委
員
会
で
す
。約
1
0
0
人

の
住
民
が
未
来
の
原
村
の
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
提
案
し
、そ
の
デ
ザ
イ

ン
を
今
後
の
村
づ
く
り
に
生
か
す

か
ど
う
か
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。承

認
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
て
、

十
を
超
え
る
専
門
部
会
が
発
足

し
、企
画
案
を
実
践
活
動
に
移
し

て
い
ま
す
。ま
た
、一
口
に「
生
涯
学

習
を
村
づ
く
り
に
生
か
す
」と
言
っ

て
も
な
じ
み
が
薄
く
、実
感
で
き
な

い
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

推
進
委
員
会
全
体
で
取
り
組
む

テ
ー
マ
を
設
け
、活
動
を
は
じ
め
た

の
が
、「
ホ
タ
ル
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
す
。誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
活
動
を
実
施
に
移
す
中
で
、

生
涯
学
習
に
よ
る
む
ら
づ
く
り
を

周
知
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

生
涯
学
習
を
む
ら
づ
く
り
に
生
か
す

生
涯
学
習
を
む
ら
づ
く
り
に
生
か
す

　

生
涯
学
習
を
む
ら
づ
く
り
に
生
か
す

〜
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
そ
し
て
ハ
ー
ト
の
む
ら
づ
く
り
〜

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

ホタル交流プロジェクト　ホタル水路整備

第
10
回

18年度おらほうのむらづくり事業
室内区　公園整備事業

　
　
　

原
村
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
意
義

　

生
涯
学
習
の
活
動
は
、自
ら
の
抱
え
る
問
題
や
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
行
う
活
動
で
す
の
で
、学
ん
だ
だ
け
で
は
問
題
は
解
決

せ
ず
行
動
し
て
初
め
て
問
題
は
解
決
し
ま
す
。生
涯
学
習
は
基
本

的
に
個
人
の
営
み
で
す
が
、活
動
の
成
果
は
個
人
の
枠
を
超
え
て

地
域
に
伝
え
ら
れ
、次
の
世
代
に
受
け
継
が
れ
、社
会
に
還
元
さ
れ

る
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。原
村
は
住
民
の
皆
さ
ん
が
胸
に
描
く

理
想
の
む
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、学
習
成
果
を
生
か
す
場
を
創

造
し
ま
す
。

よ
み
が
え
れ
、八
ヶ
岳
森
林
軌
道
専
門
部
会

八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
に
展
示
用
軌
道
を
敷
設
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原
村
母
子
愛
育
部
会
で
は
、６

月
１
日
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
る
小

児
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

諏
訪
広
域
連
合
の
方
を
お
招
き

し
、開
設
の
経
緯
や
詳
し
い
利
用

方
法
な
ど
を
含
め
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
ご
参
加
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
下
さ

い
。

日
時
●
７
月
18
日
水

　
　
　

午
前
９
時
30
分　

場
所
●
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目

　
　
　

的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先
●

　

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
７
9
‐
７
０
９
２
（
直
通
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、２
０
１
０

年
に
原
村（
中
新
田
）開
村
４
０
０

年
を
迎
え
る
為
、記
念
の
”四
０
０

年
誌”

を
発
行
す
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。つ
い
て
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
編
纂
委
員
を
や
っ
て
み
た
い
方

を
募
集
し
ま
す
。編
纂
会
議
は
月
一

回
程
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先
●

　

教
育
課
（
中
央
公
民
館
内
）

　

☎
７
9
‐
７
９
４
０
（
直
通
）

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
７
９
‐
４
８
１
５

　

心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
す
る

時
期
に
あ
る
中
学
生
の
皆
さ
ん
の

中
で
、
熱
い
想
い
を
発
表
し
て
い

た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
締
切
は
７
月
31
日
火
で
す
。

大
会
の
日
程
と
会
場
●
９
月
14
日

金　

飯
田
市
立
竜
峡
中
学
校　

※
大
会
出
場
者
は
地
方
事
務
局
で

１
名
を
決
定
し
ま
す
。

応
募
資
格
●
長
野
県
に
在
住
し
て

い
る
中
学
生
及
び
そ
れ
に
相
応
す

る
学
籍
又
は
年
齢
に
あ
る
皆
さ
ん

作
品
に
つ
い
て
●
過
去
1
年
以
内
に

書
い
た
未
発
表
の
作
品
で
、社
会

や
世
界
に
向
け
て
の
意
見
、未
来
へ

の
希
望
や
提
言
、家
庭
や
学
校
生

活
、社
会（
地
域
）活
動
及
び
友
達

と
の
関
わ
り
な
ど
が
テ
ー
マ
。

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙（
A
４
）

に
、５
分
以
内
に
発
表
で
き
る
量

で
指
定
ど
お
り
記
入
し
ま
す
。

応
募
先
●
長
野
県
民
会
議
地
方
事

務
局
（
宛
先
）
〒
3
9
2
‐
８
６
０
１

諏
訪
市
上
川
１
‐
１
６
４
４
‐
１
０

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

　

☎
0
2
6
‐
2
3
5
‐
8
9
9
6

　

多
様
化
す
る
道
路
の
役
割
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、道
路

愛
護
思
想
の
普
及
、並
び
に
一
般
の

人
々
の
道
路
に
対
す
る
関
心
の
高

揚
を
図
る
目
的
で
道
の
あ
る
風
景

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、各
学
校
に

配
布
し
た
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
下
さ
い
。季
節
感
の
あ
る
写
真

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
締
切
日
●
６
月
20
日
水

お
願
い
●
撮
影
の
と
き
は
、危
険
の

な
い
場
所
を
選
び
、無
理
な
撮
影

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　
『
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー

　

ル
』実
行
委
員
会

　

☎
０
３
‐
３
２
３
４
‐
６
０
７
８

パ
ソ
コ
ン
訓
練
生
●

○
受
講
期
間　

６
月
末
〜
９
月
中

旬
で
全
21
回
又
は
10
回　

※
昼
間

○
コ
ー
ス　

初
級
・
中
級
・
検

定
・
デ
ジ
カ
メ
活
用
・
デ
ジ
カ
メ

入
門

○
定
員　

各
コ
ー
ス
共
15
名

○
受
付　

６
月
５
日
火　

午
前
８

時
30
分
〜　

※
先
着
順

二
級
建
築
士
設
計
製
図
受
験
の
受

講
生
●

○
受
講
期
間　

７
月
〜
９
月
で
全

22
回   

※
午
後
６
時
〜
午
後
９
時
頃

○
定
員　

15
名

そ
の
他
●
受
講
料
等
に
つ
い
て
は

直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先
●

　

諏
訪
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
５
２
‐
４
３
０
６
（
直
通
）

　
放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

少
年
の
主
張
長
野
県
大
会

イ
ベ
ン
ト

原
村
四
０
０
年
誌

編
纂
委
員
を
募
集

I N F O R M A T I O N

募　

集

児
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

の
講
演
会
開
催

小

道
の
あ
る
風
景

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
訓
練
生
・
設
計

製
図
受
験
受
講
生
募
集

大
学
卒
業
資
格
取
得
・

生
涯
学
習
希
望
者
募
集

15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15

日 土金木水火月

J u n e  t o  J u l y

6月 7月

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-4815］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、6/29

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日

■もみの湯［☎74-2911］
第１、３水曜日、6/19、6/21

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日
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○
会
場　

御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
１６
土　

午
後
７
時

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
６
／
23
土　

正
午
〜
午
後
５
時

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
29
金　

午
後
７
時

■
教
育
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
７
／
４
水　

午
後
７
時

　

○
７
／
５
木　

午
後
７
時

　

○
会
場　

小
学
校
校
庭

■
教
育
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
7
／
６
金　

午
後
７
時

　

○
会
場　

小
学
校
校
庭

■
利
用
者
会
議

　

○
７
／
９
月　

午
後
７
時
30
分

■
村
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

○
７
／
14
土　

午
後
６
時

中
央
公
民
館 

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
8
1
5

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
②

　

○
６
／
30
土　

午
前
９
時
30
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
③

　

○
6
／
2１
木　

午
前
９
時
30
分

■
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
①

　

○
６
／
23
土　

午
後
１
時
30
分

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
④

　

○
７
／
９
月　

　

午
後
１
時
・
3
時
・
７
時

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
④

　

○
７
／
１2
木　

午
前
９
時
30
分

た
時
に
は
、手
足
が
し
び
れ
て
動
け

ず
、手
遅
れ
に
な
っ
て
死
に
至
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局

　

製
品
安
全
課

　

☎
０
３
‐
３
５
０
１
‐
４
７
０
７

　

労
働
条
件
に
つ
い
て
の
疑
問
や

人
事
・
労
務
管
理
上
の
問
題
な
ど

働
く
皆
さ
ん
の
労
働
問
題
全
般
に

つ
い
て
の
悩
み
を
、公
正
・
中
立
な

立
場
で
お
聞
き
し
、解
決
に
向
け

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。相
談
は
無

料
、秘
密
厳
守
で
す
。１
人
で
悩
ま

ず
に
ま
ず
は
ご
相
談
を
！！

▽「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
は
有
給
休
暇

が
な
い
」と
言
わ
れ
る

▽
納
得
の
い
か
な
い
解
雇

▽
職
場
の
人
間
関
係
や
嫌
が
ら
せ

▽
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
法
律

に
つ
い
て
知
り
た
い

労
働
教
育
講
座
●
労
働
問
題
や
社

会
経
済
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
の

知
識
を
幅
広
く
学
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、労
働
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。内
容
は
、決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
在
地
●
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
１
階
の
岡

谷
分
室
は
諏
訪
合
同
庁
舎
５
階
に

移
転
し
、諏
訪
分
室
と
な
り
ま
し

た
▼
〒
3
9
2
‐
8
6
0
1
諏
訪

市
上
川
１
丁
目
1
6
4
4
の
1
0

問
い
合
わ
せ
先
、相
談
電
話
●　

　

南
信
労
政
事
務
所
諏
訪
分
室

　

☎
５
７
‐
２
９
７
２（
直
通
）

※
ご
相
談
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在

自
動
車（
軽
自
動
車
二
輪
車
を
除

く
）を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た

だ
く
県
税
で
、納
期
限
は
５
月

31
日
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、５
月
上
旬
か
ら
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た

が
、引
越
し
を
し
て
、「
納
税
通
知

書
が
届
か
な
か
っ
た
」「
納
税
通

書
が
転
送
さ
れ
て
き
た
」と
い
う

方
は
、納
税
通
知
書
の
送
付
先
の

変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
と
、返
戻
と

な
っ
た
納
税
通
知
書
を
変
更
後

の
住
所
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

送
付
先
変
更
の
届
出
の
方
法
●

○
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
組
織
で
探
す
↓

総
務
部
税
務
課
↓
自
動
車
税
納

税
通
知
書
送
付
先
変
更
届

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
‐
０
１
６
２
７
０

　
　

平
日
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
原
村
役
場
住
民
課
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
る「
自
動
車
税
納
税
通

知
書
送
付
先
変
更
届
」

の
放
送
授
業
を
中
心
に
自
宅
で
学

べ
る
正
規
の
大
学
で
す
。例
え
ば
、

全
科
履
修
生
と
し
て
４
年
以
上
在

学
す
れ
ば「
学
士（
教
養
）」の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。ま
た
、さ
ま
ざ

ま
な
年
代
や
職
業
の
人
達
へ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
科
目
を
3
6
0

以
上
用
意
し
て
あ
り
、生
涯
学
習

を
目
的
に
短
期
間
在
学
し
、興
味

の
あ
る
科
目
を
学
習
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

募
集
期
間
●
平
成
19
年
６
月
15
日

金
〜
８
月
15
日
水

資
料
請
求・お
問
い
合
わ
せ
●

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８
‐
２
３
３
２（
月
曜
日
休
み
）

　

今
年
も
、戸
田
観
光
協
会
に
加

盟
す
る
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
住

民
の
方
へ
、宿
泊
代
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。事
前
に
申
請
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、施
設
利
用
後
の
手
続

き
は
不
要
で
す
。

　

水
も
き
れ
い
、遠
浅
の
内
海
と
い

う
安
全
で
人
気
の
海
水
浴
場
！
ご

家
族
や
お
友
達
と
出
掛
け
ま
せ
ん

か
。

対
象
施
設
●
静
岡
県
沼
津
市
戸
田

観
光
協
会
登
録
旅
館
・
ペ
ン
シ
ョ

ン
・
民
宿
▼
全
部
で
77
件
あ
り
ま

す

対
象
期
間
●

　

７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

補
助
金
の
額
●

○
大
人
、
小
人　

１
泊
２
０
０
０
円

○
未
就
学
児　

 

１
泊
１
０
０
０
円

【
一
人
２
泊
を
限
度
】

手
続
き
方
法
●
先
に
戸
田
観
光
協

会（
☎
０
５
５
８
‐
９
４
‐
３
１
１
５
）

で
宿
泊
の
予
約
を
取
り
、利
用
日

の
７
日
前
ま
で
に
、印
鑑
を
持
参
の

う
え
村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
で
補

助
金
の
申
請
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
村
づ
く
り
係

　

☎
7
9
‐
７
９
２
２（
直
通
）

　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
、換

気
扇
を
回
さ
ず
使
用
し
て
い
た
た

め
死
亡
に
至
る
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

を
使
用
す
る
と
き
は
、必
ず
換
気

扇
を
回
し
ま
し
ょ
う
。

◇
物
が
燃
え
る
に
は
、新
鮮
な
空

気
が
必
要
で
す
。十
分
な
換
気
を

し
な
け
れ
ば
、空
気
が
不
足
し
、一

酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

◇
閉
め
切
っ
た
４
畳
半
で
小
型
ガ

ス
瞬
間
湯
沸
器
を
燃
焼
す
る
と
、

約
20
分
で
致
死
量
の
一
酸
化
炭
素

が
部
屋
に
充
満
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

◇
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。

頭
痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ
い

今
年
の
夏
は
戸
田
の
海
へ
！

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

ご
使
用
の
皆
様
へ

※
住
所
・
名
義
・
氏
名
変
更
を
し
た

場
合
は
、自
動
車
の
登
録
を
、国
土

交
通
省
の
各
運
輸
支
局
で
変
更
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
●

　

諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

　

☎
５
７
‐
２
９
０
５（
直
通
）

　

日
頃
か
ら
過
重
労
働
や
賃
金
不

払
残
業
に
関
す
る
悩
み
、疑
問
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
事
業
主
、労
働
者

及
び
そ
の
家
族
等
か
ら
相
談
を
受

付
け
、助
言
し
ま
す
。

実
施
日
時
●
６
月
30
日
土

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

お
問
い
合
わ
せ
●

　

長
野
労
働
局

　

☎
０
１
２
０
‐
８
９
７
‐
９
３
３

社
会
体
育
館 

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
6
／
１5
金　

○
６
／
22
金

　

○
7
／
６
金　

○
７
／
13
金

　

 

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
６
／
23
土　

○
６
／
30
土

　

○
７
／
７
土　

午
後
６
時

■
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

○
６
／
１６
土　

午
前
８
時
10
分

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

信
労
政
事
務
所

諏
訪
分
室
で
す
！

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時／6月15、22日(金)、7月6、13日(金)
　午後２時～４時
◇場所／保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／７月１日（日)
　　　　午後１時30分～6時30分
◇場所／保健センター２階
◇担当／五味勇吉相談員

無料法律相談　問☎79-7927
◇日時／７月１３日(金)  午後１時～５時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／長野県弁護士会諏訪在住会
　　　　会員の弁護士

税務相談所　問☎28-6666
◇日時／７月１１日(水)  午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

年金出張相談所　問☎23-3661
◇日時／偶数月の第１水曜日
　　　　午前10時～午後3時
◇場所／富士見町　町民センター
◆日時／第２～第５水曜日
　　　　午前10時～午後４時
◆場所／茅野商工会議所会館
◇◆担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／第3火曜日・土曜日・日曜日・祝日以外
　　　　午前10時～午後6時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）
◇担当／県消費生活センターおかや

お
知
ら
せ

南

自
動
車
税
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か
？

過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業

解
消
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

アドレス　http://www.pref.nagano.jp/soumu/zeimu/jizei/juhen1.htm1

次回の催し物

図書館のおたのしみ会
日時／７月４日水
　　　午後４時～
場所／原村図書館２階
内容／かみしばい
　　　絵本の読み聞かせ
　　　ブックトーク（本の紹介）
　　　おりがみ制作

ボランティアグループ「おもちゃ箱」
　パネルシアター
日時／７月２５日水
　　　午後４時～
場所／原村図書館２階

しずく
西加奈子　（光文社）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

久しぶりに偶然再会した幼なじ
み。なぜか２人でロスへ旅行する
ことに･･･女どうしを描く３つの物
語。「ランドセル」「灰皿」「木蓮」「し
ずく」『小説宝石』掲載に書き下ろ
しを加え単行本化。

メタボラ
桐野夏生（朝日新聞社）

なぜ「僕」の記憶は失われたの
か？世界から搾取され、漂流する
しかない若者は、日々の記憶を塗
りかえる。破壊されつくした僕たち
は･･･。孤独な魂の冒険を描く、ま
ったく新しいロードフィクション。

劇団「創」の看板女優と銀行マン
の家庭に育ち大学の経済学部に
通う若い恋人･･･芸術に翻弄され
る男女を描く連作集。「父のお気
に入り」「猫の宇宙」「夜の歩み」を
収録。

ラ・ロンド
服部まゆみ（文藝春秋）

料理のことば
辻クッキング（主婦の友社）

青魚ってどこが青いの？甘塩って
塩なのに甘いの？けんちんってど
ういう意味？どんな意味か、どうや
るのか、知っていそうで知らない
料理のことばを解説。読んで楽しく
見て役立つ、保存版の一冊。

魔女の宅急便その５
角野栄子（福音館書店）

ポケットからなにがでる？
和田誠（福音館書店）

児童図書

★楽しい催し物がいっぱい。

お友達を誘って大勢おでか

けください。

図書館からの
　　　　お知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、6/29(金)

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

もう１０代も終わろうとしているの
に、キキは何か物足りないのです。
ついつい、いらいら･･･大事な魔
法も逃げていきそう。キキに再び
心弾むいきいきとした日はやって
くるのでしょうか？

サネズミのちゅうた君のポケットか
ら、象のはなこちゃんのポケットか
ら、となかいのルドルフ君のポケッ
トから、いったい何が出る？月刊
誌「おおきなポケット」の表紙と裏
表紙に言葉をつけて構成した絵
本。



11 10

Dr.アンドウの健康塾

Vol.8
むらの
か
か
り
つ
け
医

□原村地域包括医療推進協議会□
 

私はこの長い名前を覚
えるのに1年かかりまし
た。原村地域包括医療
推進協議会。村長が会
長。私が副会長。協議
会の目的は「住民の健
康推進を図る」。約20
名の理事が各方面か
ら参加しています。過
去10年の主な業績はC型肝炎対策です。多くの患
者が発見され、適切な治療に結びつきました。近
年新たな患者は激減し、検診事業としては一段落
しつつあります。

これからの課題は何でしょう。私たちがより健康に
なるために必要なものは何か。太古より現在まで、
衣食住の充実と医療の進歩が、人間の寿命を飛
躍的に延ばしました。今、私たちの望むものは、「よ
り長い寿命」よりも「心身の元気さ」や「体調の良
さ」等と表現されるものでしょう。それを得るには
生活習慣の見直しが第一です。健康増進計画「健
康はらむら２１」には89ページにも及んでその方策
が詳細に述べられています。

「健康はらむら２１」は協議会の礎（いしずえ）、拠り
所（よりどころ）となるものです。絵に描いた餅と指
摘されるかも知れませんが、書いてないよりずっと
良い。村の健康づくり係りが、この誌面で紹介してい
く予定です。知恵と工夫で新しい風を吹かせましょ
う。原村の今後10年を見据えたチャレンジです。

　

第
85
回「
村
長
と
話
し
合
う
日
」

を
行
い
ま
す
。希
望
者
は
総
務
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
6
月
28
日
木

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／

「
村
長
室
へ
よ
う
こ
そ
事
業
」村
長

の
在
庁
時
で
都
合
の
つ
く
限
り
懇

談
に
応
じ
ま
す
。

　

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
原

村
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
に
よ
り
、
原
村
長
の
資
産
等

報
告
書
及
び
資
産
等
の
補
充
報
告

書
、
所
得
等
報
告
書
並
び
に
関
連

連
絡
く
だ
さ
い
。

　　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前
の

お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
、
保
護

者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
担
当
者
が
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
使
用
日
時
／

　

火
・
木
・
金
曜
日
の
図
書
館
開

　

館
日　

午
前
１０
時
〜
正
午

○
７
月
の
日
程

　

３
日
火
、
５
日
木
、
６
日
金
、

　

１０
日
火
、
１２
日
木
、
１３
日
金
、

　

１９
日
木
、
20
日
金
、
24
日
火
、

会
社
等
報
告
書
が
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
日
時
／
6
月
29
日
金
か
ら

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

　

分　
　

■
場
所
／
原
村
役
場
２
階　

総
務
課

　

高
額
療
養
費
は
、医
療
機
関
へ

自
己
負
担
分
の
支
払
い
を
し
た

後
、国
民
健
康
保
険
へ
申
請
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
金
額
が
健
康
保
険
か
ら
後

日
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、平
成

19
年
4
月
か
ら
は
、70
歳
未
満
の
方

の
高
額
療
養
費
の
一
部
に
対
し
て
現

物
給
付
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
70
歳
未
満
の

方
が
入
院
し
た
と
き
等
に
高
額
療

養
費
の
該
当
に
な
っ
た
場
合
で
、国

民
健
康
保
険
か
ら「
限
度
額
適
用

認
定
証
」の
交
付
を
受
け
て
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、医

療
機
関
へ
の
支
払
額
が「
自
己
負
担

限
度
額
」ま
で
と
な
り
ま
す
。保
険

診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
請
求
分

に
つ
い
て
は
、高
額
療
養
費
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、現
物
給
付
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
利
用
の
方
法
／

　

事
前
に
国
民
健
康
保
険
に「
限

度
額
適
用
認
定
証
」の
申
請
を
し

て
交
付
を
受
け
ま
す
。

■
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
交

付
で
き
る
対
象
者
／

　

申
請
時
に
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
世
帯
の
70
歳
未
満
の

被
保
険
者
で
す
。な
お
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」を
交
付
し
た
世
帯

に
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
生

じ
た
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」の
返
還
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
手
続
の
流
れ
／

　
　■

手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

○ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○ 

印
鑑

　

原
村
で
は
建
築
物
の
壁
、
柱
、

天
井
等
に
露
出
し
て
吹
付
け
ら
れ

た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
に
よ
る
健

康
障
害
の
予
防
を
図
る
た
め
、
建

物
所
有
者
等
が
行
う
ア
ス
ベ
ス
ト

の
除
去
費
用
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
補
助
の
対
象
建
築
物
／
ホ
テ

ル
・
旅
館
・
物
品
販
売
店
な
ど
の

不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建

築
物
（
多
数
の
者
が
共
同
で
利
用

す
る
部
分
に
限
る
。
）
で
、
露
出
し

て
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
が
施
工

さ
れ
て
い
る
も
の

■
補
助
内
容
／

○
建
物
所
有
者
等
が
行
う
、
吹
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
・
運
搬
・
処

分
に
要
す
る
費
用

○
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
の
た
め

に
必
要
と
な
る
仕
上
材
等
の
撤
去

費
、
取
外
し
、
再
取
付
費
用

■
補
助
率
／
対
象
費
用
の
3
分
の
２

■
そ
の
他
／
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
を
考
え
て
い
る
方
は
、お
早
め
に
ご

　

26
日
木
、
27
日 

金
、
3１
日
火

※
27
日
は
保
育
所
の
先
生
や
保
育

園
児
と
一
緒
に
遊
び
交
流
し
ま
す
。

大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
設
場
所
／

　

原
村
図
書
館
２
階
会
議
室

 

※
７
月
27
日
金
の
み
原
村
保
育
所

■
お
楽
し
み
会
／
７
月
３
日
火　

  

　

午
前
10
時
45
分
〜
午
前
11
時

　

内
容
：
体
を
楽
し
く
動
か
し
ま

し
ょ
う

　

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
６
月
中
に「
児
童
手
当

現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
届
は
、
毎
年
６
月

１
日
現
在
の
お
子
さ
ん
の
養
育
状

況
や
受
給
者
の
所
得
額
を
確
認

し
、
引
き
続
き
児
童
手
当
の
受
給

が
で
き
る
か
確
認
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。提
出
が
な

い
場
合
は
、
６
月
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、お

忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
提
出
の
方
法
／
現
況
届
の
書
類

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
６
月
末

日
ま
で
に
、
必
要
な
書
類
を
添
え

て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
と
話
し
合
う
日

村問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

額
療
養
費（
70
歳
未
満
）

の
現
物
給
付
が
開
始

高

問　
　

保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

　

☎
79
‐
7
9
2
6
（
直
通
）

童
手
当
現
況
届
の
提
出

●
６
月
末
日
ま
で
●

児 問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

育
て
サ
ロ
ン　

子

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940
　中央公民館 ☎79-4815
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442

　　　　
　
　　

70
歳
未
満
の
被
保
険
者

村
長
の
資
産
公
開

原

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

国
民
健
康
保
険

入
院
医
療
機
関

・申
込

問　
　
　

  

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

ス
ベ
ス
ト
飛
散

対
策
事
業
補
助
金
制
度

ア

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

　

統
一
地
方
選
挙
が
終
り
、原
村
で

も
11
人
の
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。今
後
4
年
間
の
原
村
の
行
き

方
の
、審
議
や
提
案
を
し
て
い
た
ヾ

く
大
変
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
ま

す
。大
い
な
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す

が
、住
民
の
方
々
も
民
意
と
し
て
支

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

原
村
は
住
ん
で
み
た
い
村
、住
ん

で
よ
か
っ
た
村
を
実
現
す
る
た
め
、

公
民
協
働
の
村
づ
く
り
、福
祉
健
康

の
村
づ
く
り
を
大
き
な
柱
と
し
て

進
ん
で
来
て
い
ま
す
。新
議
員
の
誕

生
し
た
こ
の
機
会
に
、原
村
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
振
り
か
え
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
自
治
体
財
政
か
ら
い
い
ま

す
と
自
前
の
財
源
が
沢
山
あ
っ
た

方
が
良
い
の
で
す
が
、そ
の
割
合
を

財
政
力
指
数
と
い
い
、原
村
は
現
在

約
０
・
3
5
で
す
。人
口
が
同
程
度

の
団
体
の
中
で
は
中
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。国
の
基
準
で
計
算
し
た
必
要

額
に
不
足
す
る
額
が
、地
方
交
付
税

等
と
し
て
国
か
ら
来
ま
す
。そ
れ
が

減
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
合
併
問

題
が
起
き
て
き
た
の
で
す
が
、故
意

に
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、通
常
な
ら
財
政
的
に
や
っ
て

行
け
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
起
こ

り
ま
せ
ん
。

　

原
村
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や

15
歳
以
下
の
子
供
、障
害
者
、母
子

父
子
家
庭
、世
帯
主
等
の
医
療
費
を

無
料
化
し
て
い
ま
す
。支
払
い
の
心

配
が
な
く
医
療
に
か
ゝ
れ
る
の
で
費

用
が
増
嵩
す
る
や
に
い
わ
れ
ま
し

た
が
、事
実
は
逆
で
１
人
当
り
医
療

費
は
県
下
で
も
少
な
い
方
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。健
康
元
気
は
何
物
に

も
勝
る
宝
で
、各
種
健
診
の
無
料
化

と
共
に
続
け
て
行
く
べ
き
勝
れ
た

事
業
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
の
元
気
な
遊
び
声
の
聞
こ

え
る
村
は
活
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

原
村
は
出
生
率
も
上
り
、平
成
17
年

度
は
１
・
9
0
で
し
た
が
、子
育
て

支
援
と
若
者
定
住
に
は
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。保
育
料
の

減
免
や
第
２
子
は
半
額
、第
３
子

以
上
は
無
料
と
す
る
こ
と
や
、40
歳

以
下
の
新
築
住
宅
へ
の
50
万
円
補

助
等
は
、村
づ
く
り
へ
の
大
き
な
理

念
で
す
。

　

原
村
に
は
、高
齢
者
の
就
業
率
の

高
さ
54
・
４
６
や
、住
民
１
人
当
り

将
来
負
担
が
４
万
６
千
円
と
低
い

こ
と
な
ど
、誇
る
べ
き
指
標
が
こ
の

他
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は

原
村
の
魅
力
で
あ
り
、吸
引
力
で
あ

り
、良
い
村
へ
の
道
標
で
す
。

　

更
に
ど
の
よ
う
な
村
を
作
っ
て
行

く
か
、皆
で
真
剣
に
考
え
た
い
も
の

で
す
。

　

原
村
長　

清
水　

澄

ほ
っ
と

1717
③「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、自
己
負
担
限

度
額
ま
で
を
支
払
う

①「
限
度
額
適

用
認
定
証
」

の
交
付
申
請

②「
限
度
額
適

用
認
定
証
」

の
交
付

・
提
出
先
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期　日 医　科 薬　局

6月17日日 八ヶ岳診療所
☎79-7001

フジモリ薬局原店
☎79-5751

6月24日日 原村診療所
☎79-2716

フジモリ薬局原店
☎79-5751

7月1日日 平出クリニック
☎72-1661

けやき薬局
☎82-2864

7月8日日 上原内科・小児科医院
☎72-2636

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後7：00～午後9：00
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ…
　　　　　　☎54-4699（よるきゅうきゅう）

●6月19日、6月26日、7月3日、7月10日
　》時間：午後1：30～
　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　☎79-7703（直通）

●1班 6月19日（火）、7月3日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 6月26日（火）、7月10日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

■今月の納税等
・村県民税（普通徴収）（1期）
・国民健康保険税（3期）
・有線放送施設維持費負担金（4・5・6月分）
・介護保険料（3期） 
納期限・口座振替日……7月2日（月）

■住民課・財務課窓口の時間延長
・6月　19日・26日
・7月　3日・10日
時間　午後７時まで

■人の動き
・人口 7,712人 （－4） 　　転入15
・男 3,838人 （－4） 　　転出15
・女 3,874人 （±0） 　　出生5
・世帯数 2,710世帯 （－2） 　　死亡9

平成19年5月末現在。（　）内は先月比。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

7月12日（木）

粗大ごみ

8月20日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前9：30～午前11：00

中新田公民館

▲

午前8：00～午前9：00

柳沢公民館

▲

午前6：30～午前7：30

8月27日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

9月  3日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

6月18日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

矢崎薬局
☎73-6868

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
6月10日（日）～6月16日（土）

6月17日（日）～6月23日（土）

6月24日（日）～6月30日（土）

7月1日（日）～7月7日（土）

7月8日（日）～7月14日（土）

7月15日（日）～7月21日（土）

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

共栄管工㈱

㈱キタハラ

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

☎79-5254

☎72-7418

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

6月23日（土）

■時間外診療室は５月31日をもちまして終了しました。
　詳しくは広報はら５月号の４～５㌻をご覧下さい。

不燃ごみ

茅野土屋薬局
☎71-21227月15日日 ヨコイ眼科

☎72-2316

　

”
８
０
２
０
“
は
”ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ
ル
“
と
読
み
、80
歳

に
な
っ
て
も
、20
本
以
上
の
歯
を
保
と
う
と
い
う
国
が
す
す
め
る

歯
の
健
康
運
動
で
す
。な
ぜ
、80
歳
で
20
本
な
の
で
し
ょ
う
か
。そ

れ
は
、80
歳
で
少
な
く
と
も
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど

の
食
べ
物
を
か
み
く
だ
く
こ
と
が
で
き
、食
事
を
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
か
ら
で
す
。そ
う
で
す
！
い
く
ら
お
い
し
い
食
事
、大
好
き

な
食
べ
物
が
あ
っ
て
も
、歯
が
な
い
と
そ
れ
を
十
分
に
味
わ
う
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。歯
は
、健
康
や
毎
日
の
楽
し
み

に
つ
な
が
る
大
切
な
か
ら
だ
の
器
官
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

　

歯
を
失
う
２
大
原
因
は
歯
周
病
と
む
し
歯
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
は
生
活
習
慣
病
で
す
。そ
の
た
め
、生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
学
生
さ
ん
、働
き
盛
り
の
大
人
、高
齢
者
の
方
、

み
な
さ
ん
が
生
活
の
な
か
で
歯
の
健
康
を
心
が
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。歯
周
病
と
む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、食

後
の
歯
み
が
き
が
と
て
も
重
要
で
す
。皆
さ
ん
は
毎
食
後
３
回
の

歯
み
が
き
習
慣
が
あ
り
ま
す
か
。１
回
の
歯
磨
き
に
十
分
な
時
間

を
か
け
て
、て
い
ね
い
に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
年
に
１
回
、歯

の
定
期
健
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

６
月
は
歯
の
衛
生
週
間
が

あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
、か

か
り
つ
け
歯
科
を
さ
が
す
な

ど
、も
う
一
度
、自
分
の
歯
を

見
つ
め
な
お
し
、健
康
な
歯
で

い
つ
ま
で
も
お
い
し
い
食
事

を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

（
保
健
福
祉
課
保
健
師
伏
見
）

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

歯
の
合
言
葉 

”
８
０
２
０ 

“

おからは肉や魚に負けない、優れたタンパク質がいっぱいです。又、食物繊維も豊富なので上手に取り入れてい
きたいですね！

★材料（4人分）
しょうが汁....少々
パン粉.........大さじ２
片栗粉.........小さじ２
しょうゆ.......小さじ２
酒...............小さじ１

おから真珠蒸しレシピ26

①もち米はといで１時間くらい浸水させておく。
②玉ねぎ、ねぎはみじん切りしておく。
③ボウルに、もち米以外の材料と調味料を入れ、よくこねる。
④③を好みの大きさの肉団子状に丸める。
⑤①をザルにあげ、④の回りにまぶす。
⑥アルミカップに団子が重ならないように数個ずつ入れ、蒸し器
で15分くらい蒸す。

☆つくりかた

おから........80ｇ
豚挽き肉....100ｇ
もち米........65ｇ
玉ねぎ........1/6個
ねぎ...........1/6本

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付13：30～
　　 16：45
 診療14：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
専門外来
第③肝臓病

（第①②④⑤　
　　　は休診）

長坂和彦
第①漢方
安藤公二
第②～⑤

17日火 午後１：００～午後１：１５ H17年12月、H18年1月生保健センター２階

12日木 午前９：３０～ 就学前幼児中央公民館

19日火 午後１：００～午後１：１５ 申込者（要予約）保健センター

18日月 午後１：００～午後３：００ 希望者保健センター２階

21日木 就学前幼児中央公民館

20日水 午後１：００～午後１：１５ 保健センター２階

28日木 希望者（要予約）保健センター２階

26日火 午後１：００～午後１：１５

午後１：３０～

H18年8、11月、H19年2月生保健センター２階

2日月 午後１：２０～午後１：３０ H19年3月生地域福祉センター

10日火 午前９：３０～午前１１：００ 希望者保健センター２階

18日月 時間指定 保健センター乳がんマンモグラフィ
検 診

健 康 相 談
子 宮 が ん 検 診
３ 歳 児 健 診
子育て広場あひるクラブ
乳 児 健 診
母 乳 学 級
Ｂ Ｃ Ｇ
育 児 相 談
子育て広場あひるクラブ
１ 歳 半 健 診

実施日・受付時間種　別 対象者場所
６月６月

７月７月

午前９：３０～

申込者（要予約）

H16年4月2日～H16年5月31日生

人間ドック補助金制度をご利用ください・・・・ご利用方法は総合カレンダーをご覧ください・・・

補助対象者⇒村内に住所を有する、満20歳以上の者。年１回限り。ただし、ドック検診を受診した日の属する

年度において原村で実施するヘルススクリーニング、医療機関健診・日曜日健診を実施していない者で医療

保険者から人間ドック補助のない者に限ります。　≫お問い合わせ　保健福祉課健康づくり係☎79-7092
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　農業を基幹産業とする原村において、農地や農道・水路の保

全は、農家にとっての生産基盤、住民にとっての良い生活環境

のために大切な要素です。室内区では今年、「農地・水・環境保

全向上対策」に取り組み、その1つとして農薬と肥料を半減した

米作りに挑戦しました。今後、子供達とふれあう活動等を予定し

ているそうです。

長野県警察茅野警察署原村駐在署　折茂　二郎巡査長

　今年の3月26日付けで、原村駐在署に着任されました。群馬

県藤岡市出身、警察官になって１５年です。

Ｑ．なぜ警察官になったんですか？

Ａ．学生の頃、制服を着てパトロールしている姿がかっこよかっ

たので、憧れていました。実際なってみると、仕事は大変ですが、

地域のみなさんの役に立てればうれしく思います。

Ｑ．原村の人の印象や、マナーについて気付くことはありますか？

Ａ．働き者だという印象ですね。また、交通マナーもよく、お互い挨

拶もよくしていると思います。ただ、頼りすぎると、“自分の身は自

分で守る”という基本的なことを忘れてしまうので、戸締りなど自

分でできることは自分でするように気を付けてもらいたいです。

Ｑ．趣味は何ですか？

Ａ．読書です。旅に憧れているので、椎名誠さんの本が好きです。

Ｑ．好きな言葉や信念は？

Ａ．力いっぱいやるということで、「人事

を尽くして天命を待つ」。

Ｑ．原村の皆さんへ一言。

Ａ．長野市と松本市で勤務し、原村は

3箇所目です。早く原村に慣れて、原村

の一員としてみなさんに認めてもらう

ように原村にずっといるつもりで頑張

りますので、よろしくお願いします。

　南極地域観測事業の輸送等の協力を実施している海上自衛

隊所属・砕氷艦「しらせ」の乗員が南極・昭和基地沖で氷氷を採

取し、その一部が八ヶ岳自然文化園に届けられました。日本の面

積の37倍もある南極大陸は、降った雪が圧縮してできた平均

2.45㎞厚さの氷床で覆われています。推定2〜4万年前の地(氷)

層から採取されたこの氷の中には当時の空気が白く見え、ま

た、文化園展示室では直接触れることもできるそうです。

　むらづくり生涯学習推進委員会の村民の森づくり専門部

会は、村民の森をより多くの人が知り、訪れてもらうことを目的

に、隣接する１級村道払沢ペンション線沿いに手づくりの看板を

設置しました。材料は村民の森から切り出した間伐材で縦横

１．２m、また、看板の文字「村民の森」は桜の枝、「ハラムラ村づく

り」は藤づるを用いて描きました。今回の４月14日に続き今後も

案内板を増設していく予定。

　いままでに村民の森で実施された行事は、子どもたちを対象

としたキノコの菌打ちの講習会、ドングリ拾い・ドングリの植栽

などのイベントやコンサートです。

　このように村民の森づくり専門部会では、森林の育成はもち

ろん、憩いや交流の場所としての森林の機能にも注目し、森林

が多面的機能を発揮できるよう活動を継続しています。

　原小学校では、各学年ごとに学習目標と目的地を決め１日遠

足に行きました。この日は、気温も高く歩き続けることで“ねば

り強さ”を養うにはもってこいでした。お弁当もおいしく、楽しく

学習できたようです。

（右

▲

３年生は駅や電車の利用の仕方・マナーを学習）（左

▲

４年

生はサイフォン見学で先人の苦労を知り堰や川の流れを学習）

　原村の国際化を推進し、国際社会に貢献できる人材の育成

を目的に、姉妹都市ニュージーランドプケコへ区で中学生10人が

ホームステイを行いました。

　今回は、マオリの集会場での文化交流、サマーフィールズ牧場

での動物との触れ合いなどにより、綿密な交流が図られ、相互

の文化に対する理解が深まりました。

▲プケコへインターメディエートスクールの生徒と共に

　ホームステイの引率者として、原村役場職員・田中隆治団長、

原中学校の藤代あけみ先生の２人がフランクリン市庁舎を訪

れ、マークボール市長と友好都市交流について話し合いました。

その中で、マークボール市長から「今年の９月上旬に原村を訪れ

たい」との希望が伝えられました。大変多忙な市長さんですが、

訪問が実現するよう村づくり戦略推進室で連絡を取り合って

いきたいと思います。

　今年は、９月下旬にプケコへインターメディエートスクールのゲ

リースウィニー校長先生が原村を訪問、１１月には原村の大人（10

人程度）がニュージーランドを訪問する計画（テ・ハエレンガプロ

ジェクト＝マオリ語で様 な々交流）があります。ＩＴ技術の発達と

ともに経済も国際化し、地球の裏側の農作物の作況が原村の

野菜価格を左右する時代になりました。今後は、教育交流だけ

でなく、文化及び産業の交流も実施し、国際経済の中でも進歩

する原村の産業をと思います。

▲フランクリン市庁舎にてマークボール市長と

フランクリン市には2,109平方キロメートルに56,500人の人が住んでいます

　昨年9月に植付けた芝桜の春の管理と、補植作業が行われま

した。農業委員や有志の約30人で、5色の芝桜の苗を植えました。

来春はより一層、みなさんの目を楽しませてくれることでしょう！

　5日10日、原村保育所の園児たちが、園舎西側にある畑に元

気良くじゃがいもの種を植えました。100個の種芋から今年は

いくつのじゃがいもが収穫できるのかな〜。

村民の森に手作り看板を設置村民の森に手作り看板を設置

４万年前にタイムスリップ?！４万年前にタイムスリップ?！

室内区で農地・水・環境保全向上対策室内区で農地・水・環境保全向上対策

原小学校全学年が遠足で学習する原小学校全学年が遠足で学習する

白・赤・ピンクなどの芝桜3800株を補植白・赤・ピンクなどの芝桜3800株を補植

保育所では　　じゃがいも植え保育所では　　じゃがいも植え

なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
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中学校海外ホームステイ
　　　　　平成19年3月19日～30日　
中学校海外ホームステイ
　　　　　平成19年3月19日～30日　
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